
 

 

－ 1 － 

 

令和６年広島県の職場における熱中症による死傷災害の発生状況 
 

１ 職場における熱中症による死傷者数の推移（平成２6 年～令和６年） 

平成２6 年～令和６年の職場における熱中症による死亡者及び休業４日以上の業務

上疾病者の数（以下合わせて「死傷者数」という。）をみると最少は３人、最多は３

２人となっており、令和６年は２１人となっている。 

令和６年の死傷者数は、対前年同期で１人と同数となっている。 

死亡災害は、1 人土木工事業業で発生している。 

➢ 職場における熱中症による死傷者数の推移（人） 

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R２ R３ R４ R5 R6 

8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

※ （ ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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２ 業種別発生状況（平成２６年～令和６年） 

  平成２６年～令和６年の業種別の熱中症による死傷者数をみると、建設業が最も

多く、次いで運送業で多く発生している。これらの２業種で全体の４割以上を占め

ているが、近年はその他の業種においても相当数を占めている。 

  令和６年は、運送業が最多で６人、その他が 4 人、商業が３人、製造業・建設

業・清掃業がそれぞれ 2 人であった。死亡災害は１件発生した。 

➢ 熱中症による死傷者数の業種別の状況（人） 

年 
業種 H26 H27 H28 H29 H30 

R

元 
R2 

R

３ 

R

４ 
R5 R6 合 計 

建 設 業 
3 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

6 

(2) 

4 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

0 

(0) 

４ 

(0) 

4 

(0) 

2 

(1) 

32 

（3） 

製 造 業 
3 

(0) 

0 

(0) 

5 

(0) 

7 

(0) 

7 

(0) 

9 

(1) 

8 

(1) 

2 

(0) 

１ 

(0) 

7 

(0) 

2 

(0) 

51 

(2) 

運 送 業 
0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0)  

2 

(0) 

8 

(0) 

1 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

５ 

(0) 

5 

(1) 

6 

(0) 

34 

(1) 

警 備 業 
0 

(0) 

2 

(1) 

0 

(0) 

0 

(0) 

4 

(0) 

5 

(0) 

3 

(0) 

4 

(0) 

３ 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

22 

(1) 

商 業 
1 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

15 

(0) 

清 掃 業 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

０ 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

7 

(0) 

農 業 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

林 業 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

１ 

(0) 

０ 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

そ の 他 
1 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

0 

(0) 

7 

(0) 

4 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

５ 

(0) 

1 

(0) 

4 

(0) 

31 

(0) 

合 計 
8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

197 

(7) 

※ ( )内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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３ 月・時間帯別発生状況（平成２６年～令和６年） 

（１） 月別発生状況 

平成２６年～令和６年の月別の熱中症による死傷者数をみると、全体の約８割以

上が７月及び８月に発生しており、死亡災害も７月、８月に集中している。 

令和６年も同様に７月、８月で多く発生している。 

➢ 熱中症による死傷者数の月別の状況 
年 

 
月別 

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R３ R４ R5 R６ 合 計 

～５月 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

１ 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

４ 

(0) 

６月 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

1 

(0) 

２ 

(0) 

３ 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

12 

(0) 

７月 
5 

(0) 

1 

(0) 

10 

(0) 

7 

(1) 

18 

(0) 

9 

(1) 

2 

(0) 

４ 

(0) 

６ 

(0) 

8 

(0) 

7 

(0) 

77 

(2) 

８月 
3 

(0) 

2 

(1) 

4 

(0) 

8 

(1) 

11 

(0) 

8 

(0) 

18 

(1) 

４ 

(0) 

９ 

(0) 

10 

(1) 

8 

(1) 

85 

(5) 

９月 
0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

7 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

4 

(0) 

19 

(0) 

１０月

～ 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

合 計 
8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

197 

(7) 

※ 「～５月」は１月から５月まで、「１０月～」は１０月から１２月までの合計。 

※ ( )内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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（２） 時間帯別発生状況（平成２６年～令和６年） 

平成２６年～令和６年の時間帯別の熱中症による死傷者数をみると、１４時台

をピークに１７時台まで高止まりの状態で発生している。作業終了後の帰宅中又

は帰宅後に体調が悪化し、夜間病院へ搬送されるケースも散見される。 

   令和６年も、１３～１７時台（午後）で多く発生している。 

➢ 熱中症による死傷者数の時間帯別の状況 
年 

 
時間帯別 

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 合 計 

~9 時台 
0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

4 

(0) 

1 

(1) 

2 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

19 

(1) 

10 時台 
2 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

3 

(1) 

1 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

1 

(0) 

17 

(1) 

11 時台 
0 

(0) 

2 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

5 

(1) 

3 

(0) 

21 

(1) 

12 時台 
1 

(0) 

1 

(1) 

2 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

12 

(1) 

13 時台 
0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

4 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

13 

(0) 

14 時台 
1 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

7 

(0) 

5 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

1 

(0) 

30 

(0) 

15 時台 
2 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

4 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

21 

(0) 

16 時台 
1 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

4 

(0) 

3 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

5 

(0) 

3 

(0) 

3 

(1) 

29 

(1) 

17 時台 
0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

4 

(2) 

3 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

20 

(2) 

18 時台～ 
1 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

15 

(0) 

合 計 
8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

197 

(7) 

※ 「～９時台」は 0 時から 9 時台まで、「18 時台～」は１８時から２３時台までの合計。 

※ ( )内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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４ 経験年数別発生状況（平成２６年～令和６年） 

  平成２６年～令和６年の経験年数別の死傷者数をみると、1 年未満及び１年以上５

年未満が最多である。経験年数が５年未満までの死傷者が全体の５割以上となって

おり、熱中症予防の教育･研修の実施が重要である。 

  令和６年は、１年以上５年未満が最多となっている。 

➢ 熱中症による死傷者数の経験年数別の状況（人） 
年 

 
時間帯別 

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4 R5 R6 合 計 

１ 年 未 満 
2 

(0) 

2 

(1) 

4 

(0) 

5 

(1) 

12 

(0) 

7 

(0) 

3 

(0) 

3 

(0) 

5 

(0) 

6 

(1) 

3 

(0) 

52 

(3) 

１ 年 以 上 

５ 年 未 満 

1 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

5 

(1) 

10 

(0) 

7 

(0) 

7 

(0) 

6 

(0) 

5 

(0) 

5 

(0) 

7 

(1) 

56 

(2) 

５ 年 以 上 

10 年未満 

3 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

6 

(0) 

6 

(0) 

1 

(0) 

6 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

29 

(0) 

10 年以上 

20 年未満 

0 

(0) 

1 

(0) 

5 

(0) 

5 

(0) 

4 

(0) 

3 

(0) 

7 

(1) 

1 

(0) 

2 

(0) 

6 

(0) 

5 

(0) 

39 

(1) 

20 年以上 

30 年未満 

2 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

12 

(0) 

30 年以上 
0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

2 

(1) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

9  

(1) 

合 計 
8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

197 

(7) 

※ ( ）内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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５ 年齢別発生状況（平成２６年～令和６年） 

   平成２６年～令和６年の年齢別の熱中症による死傷者数をみると、すべての年代

において熱中症が発生しているが、最多は５０代、次いで４０代の発生が多い。ま

た、６０代以上の死傷者数も全体の 20％あまりを占めていることから、高年齢労働

者への配慮が必要である。 

  令和６年も多くの年代で熱中症が発生し、50 代が最多となっている。 

➢ 熱中症による死傷者数の年齢別の状況（人） 
年 

 
年代別 

H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R３ R4 R5 R6 合計 

１０代 
0 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

２０代 
1 

(0) 

0 

(0) 

4 

(0) 

2 

(1) 

8 

(0) 

6 

(0) 

4 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

4 

(0) 

4 

(0) 

38 

(1) 

３０代 
1 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

21 

(0) 

４０代 
3 

(0) 

0 

(0) 

2 

(0) 

9 

(0) 

5 

(0) 

7 

(0) 

4 

(0) 

1 

(0) 

5 

(0) 

2 

(1) 

4 

(0) 

42 

(1) 

５０代 
1 

(0) 

1 

(1) 

3 

(0) 

2 

(1) 

8 

(0) 

6 

(0) 

7 

(0) 

1 

(0) 

3 

(0) 

7 

(0) 

6 

(1) 

45 

(3) 

６０代 
2 

(0) 

1 

(0) 

2 

(0) 

0 

(0) 

5 

(0) 

3 

(0) 

4 

(1) 

3 

(0) 

7 

(0) 

5 

(0) 

4 

(0) 

36 

(1) 

７０代以上 
0 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

3 

(0) 

2 

(1) 

2 

(0) 

0 

(0) 

1 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

14 

(1) 

合 計 
8 

(0) 

3 

(1) 

15 

(0) 

16 

(2) 

32 

(0) 

26 

(1) 

24 

(1) 

11 

(0) 

20 

(0) 

21 

(1) 

21 

(1) 

197 

(7) 

※ ( )内の数値は死亡者数であり、死傷者数の内数。 
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